
 

 

 

 今回の運営協議会は 11 月 19 日に開かれ、地域・保護者・ 

学校（子ども）が連携して行う活動について話し合いました。 

 お互いがつながる活動として、地域行事に参加していこう 

という意見が出されました。「お祭りなどの行事に、親子で 

参加すれば、顔見知りが増える。」「まずは大人同士が、気持 

ちのよいあいさつが自然に交わされるようなつながりをつく 

ろう。」などという意見が出されました。 

【ふれあいデーを地域に広めよう！】 

河辺小学校 PTA 主催のあいさつ運動「ふれあいデー」の取組を、地域にも広めようという意見が

出されました。そこで、次回の町内回覧板で見てもらえるように、チラシを配布しました。毎週第 1

水曜日（1 月 9 日 2 月 5 日 3 月 5 日）には、家庭でも地域でも、子どもたちに声をかけていた

だければ、あいさつの輪が広がり顔見知りも増えていきます。ご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

  毎年 2・５年生は、授業で田植えと稲刈り体験をしていま

す。今年から田んぼの場所が変わり、うぐいす園就労継続支援

A 事業所「青空ワークス」さんに協力していただいています。

春には手植え、秋には鎌で手刈りを体験しますが、それまでの

水や肥料の管理で、大変お世話になりました。おかげで子ども

たちは、とても貴重な体験ができました。 

 

 

 

10 月に稲刈りしたお米を使い、「ごはんとみそ汁」の

調理実習を行いました。お米をガラス鍋で炊き、みそ汁

はいりこで出汁を取りました。初めてのことで、子ども

たちはワクワクドキドキでした。「いいにおいがする」

「早く食べたい！」と大興奮でした。家庭科ボランティ

アさんがてきぱきとサポートされるので、どの班も上手

に調理ができました。 

給食と同じ品種「きぬむすめ」でしたが、自分たちが育てたお米だけに、おいしさも倍増したこと

でしょう。こうしておいしくいただけるのも、地域の方々の協力があったからこそです。本当に、2

学期も大変お世話になりました。 

第３回学校運営協議会を開催 

調理実習のサポート 

２年・５年の田植えと稲刈り体験 


